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令和4年度予算・政策に関する要望書

看護職員の勤務環境においても、今まさに「働き方改革」の取畔且みが進められています

が、少子化の中で看護マンパワ一を今後とも安定的に確保するためには、従来に増して柔

軟な働き方、多様な働き方の選択肢を広げることが不可欠となっており、これを支える制度

への二ーズが高まっています。

看護職員の 12 人に一人が現在家族等の介護をしながら就業している実態があり、40~

50 代ではその割合がさらに高まるなど、介護雜職を防止し、仕事と介護との両立支援の拡

充が急がれる状況です。現在介護のための所定労働時間の短縮は、選択的措置義務のー

項目とされていますが、利用の希望も多く、1日の勤務時間の短縮だけでなく、1日の勤務

時間はそのままに勤務日数を少なくする等、それぞれの介護事情に合わせた弾力的な運

用が期待されます。介護のための所定労働時間の短縮の措置義務化は、仕事と介護との

両立支援、ひいては介護離職防止に有効であると期待されます。

以上より、以下の事項につきまして格別のご高配を賜りますよう要望します。
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1.看護職員等について、介護のための所定労働時間短縮の措置義務化

要望事項



1.看護職員等の介護のための所定労働時間短縮の措
置義務化

●育児・介護休業法を改正し、介護のための所定労働
時間の短縮措置を事業主に義務付けられたい

職貝IL向まる「士事と介護の両"支援」
亡月「介堆のための短時間勤務」
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